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2001 3   

2003 3   

2005 4  DC2 

2006 3   

2006 3   

2006 4  PD 

2007 4   

2010 4   

2011 4  –  

2013 10  JST  

2017 4   

 

2001 3  The 10th East Asian Joint Symposium on Biomedical Research, Young Investigator  

Award 

2003 3  The 3rd International Student Seminar, The Best Oral Presentation Award 

2006 3  Kyoto University-NUS International symposium, The Best Poster Award 

2007 7  The 8th Japanese Drosophila Research Conference, Moriwaki Daigoro Prize 

2010 10 21  

2013 9    

2014 8   10  
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Outstanding Oral Presentation Award (Kyoto University the 9th International Student Seminar) 
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申込は関西科学塾ホームページから

◆大阪市立大学関西科学塾事務局　
　住所：大阪市住吉区杉本3-3-138

E-mail：kagakujuku-jimu@ado.osaka-cu.ac.jp
Tel：06-6605-3466

問い合わせ先 （※事務局への問い合わせは、可能なかぎり、電子メールでの連絡をお願いいたします ）

F 日程のスケジュール（１泊２日）
大阪市立大学（中学生・高校生）
１日目：3/20（金・祝）　受付開始 12：00
テーマごとに分かれて実験
→宿泊所にて発表会の準備

２日目：3/21（土）　　　終了予定 16：30
発表会（テーマごとに発表）・表彰式
関西科学塾OG企画

A 日程のプログラム（予定）
大阪市立大学（中学生・高校生）
「なんちゃって理系のすすめ」
　　関西科学塾OG　篠原 さくら（病院勤務管理栄養士）
「マリコさんの日常～科捜研の女子力～」
　　松本　優（理系卒業生）
「素粒子物理実験を知ろう－巨大加速器でつくるミニ宇宙－」
　　岩崎　昌子（大阪市立大学理学研究科准教授）

C 日程の実験テーマ（予定）
大阪府立大学（中学生）
 ・人工イクラをつくろう！
 ・DNA鑑定：遺伝子で身元を突きとめる
 ・光がつくる色彩の科学
 ・微生物を探せ！
 ・コンピュータシミュレーションを体験しよう
 ・蛍の光をお手本に電気を使わない光をつくりだそう

神戸大学（中学生）
 ・大気圧プラズマって何？
 ・アロマの化学：自分だけの香水をつくろう！
 ・お酒の強い人、弱い人
 ・身の回りの小さな世界～微生物を見よう～
 ・餌のにおいはどれ？－ミツバチの吻伸展反射を用いた学習実験－
 ・温室効果ガスってなーに？

奈良女子大学（中学生・高校生）
 ・食のライフサイエンス：味の不思議
 ・数学の定理を感じてみよう
 ・地球（アース）の贈り物 ～金属が支える私達の暮らし～
 ・水は細胞の中にどうやって入る ?
 ・ケミカルライト（化学発光）のしくみ
 ・加速器を用いた物質分析

D 日程の実験テーマ（予定）
大阪大学（高校生）
 ・きれいな水を作るには
 ・再生エネルギー社会の実現をめざして！
　～エネルギー変換デバイスの実験～
 ・混ぜると不思議！電気を流す有機化合物
 ・レーザーで光速を測ってみよう
 ・オートファジーをみてみよう！
 ・卵の発生を見てみよう！ショウジョウバエの
　生殖細胞のヒミツを探る
 ・VR・MR（人工現実・複合現実）システムを
　開発してみよう：環境・エネルギー工学分野を対象として

京都大学（高校生）
 ・「にじいろ」を見よう
 ・太陽の虹色を見てみよう
 ・野菜などの色の分離実験
 ・私たちは土を食べている
 ・ラプラスの悪魔・マクスウェルの悪魔・
　采を投げぬ神
 ・鉱物を鑑定してみよう

E 日程のプログラム 
中西金属工業株式会社（中学生・高校生）
デザイン思考体験ワークショップ
～身体を使ってアイデアを出す方法を体験してみよう～
13：00 ～ 16：00
 ・ワークショップ　 ・女性技術者への質問コーナー
 ・アグビーデモ　　 ・会社見学
場所：中西金属工業株式会社 本社（大阪市北区）

実験テーマ（予定）
・脈拍計を作ってみよう！
・プラズマって何？何をするもの？
・加速度を測ると分かること
・省エネで快適な居住環境を作りましょう
・音とは何か？ 
・閉じ込めた微生物のすごさを体験しよう！ 
・賢いポリマーを作ろう！
・いろんな土や泥のミクロの世界を見てみよう
・いろいろな曲線の工作～二次曲線と定幅曲線～
・マラリア根絶のために私たちには何ができるか？

◆大阪市立大学生活協同組合 杉本事業所（F日程宿泊について）　Tel：06-6605-3022（平日11時-17時）

http://www.kansai-kj.org/
申込締切
6月16日● 必着日

● 連絡は、基本的に電子メールでします。また、ホームページ上に情報を掲載します。
● 申込の前に「osaka-cu.ac.jp」ドメインからのメールを受信できるよう設定してください。

携帯電話の方は、迷惑メール防止フィルターで受信できないことがありますので、特にご注意ください。
● 申込フォーム入力送信後、関西科学塾から「受付 ID」が自動メール送信されます。

24時間以内に「受付 ID」メールが届かない場合は受信設定を確認の上、関西科学塾メールアドレス
(kagakujuku-jimu@ado.osaka-cu.ac.jp) 宛にご連絡ください。ID番号を再送します。

● 申込者多数の場合は抽選を行います。６月末頃に電子メールで抽選結果をお知らせします。
● F 日程の参加決定者は、別途旅行手配業者を通しての手続きが必要になります。

講
演
内
容

－ 41 －



会 場

主 催
協 力

協 賛
後 援  

日経ウーマノミクス・プロジェクト実行委員会（日本経済新聞社）

京都大学　大阪大学　神戸大学　奈良女子大学　徳島大学
大阪府立大学　大阪市立大学　関西大学　立命館大学　
京都女子大学　京都産業大学　関西医科大学

株式会社i-plug　三洋化成工業株式会社　塩野義製薬株式会社

科学技術振興機構、産業技術総合研究所、関西経済連合会、大阪府、関西広域連合
関西文化学術研究都市推進機構、産学協働イノベーション人材育成協議会
大阪商工会議所、京都商工会議所、神戸商工会議所、京都府私立中学高等学校連合会　
大阪私立中学校高等学校連合会、兵庫県私立中学高等学校連合会
大阪府教育委員会、京都府教育委員会、兵庫県教育委員会、関西女性活躍推進フォーラム

ハービスホール
〒530-0001 大阪市北区梅田2-5-25
ハービスOSAKA B2F
阪神梅田駅(西改札)より徒歩6分
JR大阪駅(桜橋口)より徒歩7分

日
経

日本イーライリリー　執行役員 コーポレート・アフェアーズ本部 本部長

スケジュー ル

北野美英氏

基調講演「求められる人材と女性活躍」

高校生座談会「Ｙｏｕは何しに大学へ？」

高校生グループディスカッション結果発表会

協力大学、協賛社、参加高校生によるミニセミナー

高校生グループディスカッション「知の探求、常識通じぬ未来を開け」

協力大学、協賛社のブース展示を実施

ウーマノミクスフォーラム事務局　TEL.06-4706 -1100（10:00 -17:00土日祝除く）

メイン会場

ミニセミナー会場

ディスカッション会場

ブース・パネル展示会場

フォーラム最新情報は
こちらから

お問い合わせ

10:00～10:30

10:30～12:30

16:00～17:30

13:00～16:00

14:00～16:00

10:00～18:00

理系学生・高校生応援プロジェクト

 Be Ambitious!
夢に向かって 決意の瞬間

2019
シンポジウム

日 時

入場
無料

2019

10:00～18:00

717水

※講演者、タイトルは予告なく変更する場合があります。予めご了承下さい。

氏
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※セミナーのタイトル、内容は予告なく変更する場合があります。予めご了承下さい。※セミナーのタイトル、内容は予告なく変更する場合があります。予めご了承下さい。

10：30～12：30

14：00～16：00

高校生座談会「Ｙｏｕは何しに大学へ？」

高校生グループディスカッション「知の探求 常識通じぬ未来を開け」

基調講演の内容を踏まえつつ、ファシリテーターからの話題提供に対して会場全体の高校生で議
論。壇上にはメインの発言者として約10校の代表生徒各1名が登壇、フロアの高校生を交えて「大
学受験とは何か」「なりたい自分と未来社会のイメージ」などについて活発な議論を行います。

ファシリテーター：大阪府立大学 理系女子大学院生チーム IRIS

新技術や創薬など数々のイノベーションを通じて社会に変化をもたらし、より豊かな社会構築を
実現していくため同世代の高校生たちに議論いただきます。現在の常識が当てはまらない未来
社会で、自分達がどのように世の中を変えていくのか、理系の仕事の魅力を感じながら、夢の現
実に向けたキャリアデザインを探る一助とします。

ファシリテーターとして協賛社社員、大学教員・院生・学生などに加わっていただきます。
分野例：「医療」「食品」「産業素材」「エネルギー」「IT」「製薬」など

メイン会場

ディスカッション会場

16：00～17：30 高校生グループィスカッション結果発表会

議論の結果をグループごとに高校生たちが発表します。メイン会場

13：00～16：00

10：00～18：00

ミニセミナー会場

ブース・パネル展示会場

プロクター・アンド・ギャンブル・ファー・イースト・インク（現 P&G ジャパン）入社、生産統括本部配属。アジア製品の購
買担当を経て、ヨーロッパ紙製品の購買担当として同部門の日本人女性で初めてドイツへ異動。帰国後同アジア開発担
当購買グループマネージャーに昇進。この時期、生産統括本部ウーマンズネットワーク立ち上げも主導。同北米・南米化
学品担当の購買グループマネージャー/コーポレート購買アソシエートディレクターとして米国本社に異動。帰国後、同ア
ジア化学品購買担当のアソシエートディレクター、同カスタマーサービス / ロジスティック担当アソシエートディレクタ
ー。その後エクスターナルリレーションズに異動し、アソシエートディレクターとして企業広報CSR担当アジアサステナビ
リティリーダーを経験し2013年に退社。同年 12月より日本イーライリリー株式会社広報・ＣＳR部ディレクター、2016年よ
り現職 。ひょうご経済・雇用活性化プラン推進会議委員（2017・18年）。ACC（J 米国商工会議所）の女性活躍推進委員委
員長（2012-15年）  Business Programs 委員委員長（2016年より）

IRIS（アイリスー I‘m a Researcher In Scienceー）は、大阪府立大学の理系女子大学院生チームです。
IRISは、女性研究者のロールモデルとして、イベント時に理系を目指す女子高校生に話をしたり、地域に出向
いてIRISサイエンス・キャンパス等を実施し、小･中･高校生に科学の楽しさやおもしろさを広めるための活動
をしています。

日本イーライリリー　執行役員 コーポレート・アフェアーズ本部 本部長

北野美英氏

「求められる人材と女性活躍」
10:00～10:30基調

講演

協力大学、協賛社、参加高校生による各20分のミニセミナー。
高校生たちの研究成果発表、女子大学院生による理系の学び
紹介、企業からはダイバーシティ推進の現状についてプレゼン
テーションしていただきます。

協力大学、協賛社のブース展示を実施。
研究成果・研究環境の紹介、理系の学び紹介、入試・採用等の
ご案内や資料収集などに対応します。
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たちばな賞　優秀女性研究者奨励賞　受賞者
たちばな賞（優秀女性研究者賞）

部門 氏　名 所 属 ・身 分 研 究 テ ー マ

学　生
部　門

藤森　詩織
理学研究科
博士（後期）課程 3年

高周期 14 族元素を骨格に含むフェニルアニオン種の合成とそ
の性質解明

研究者
部　門

西本　希呼
人間・環境学研究科
特定研究員

〈茨の国〉の言語 ― マダガスカル南部タンルイ語の記述

優秀女性研究者奨励賞

部門 氏　名 所 属 ・身 分 研 究 テ ー マ

学　生
部 門

齋藤　美保
理学研究科
博士（後期）課程 3年

タンザニア・カタヴィ国立公園に生息するマサイキリンの仔育
て戦略に関する研究

学　生
部 門

木邑 真理子
理学研究科
博士（後期）課程 2年

多波長観測で探る、ブラックホール周囲の降着円盤を介した質
量降着機構の解明

3月 4日（月）、京都大学国際科学イノベーション棟

5階シンポジウムホールにて京都大学たちばな賞（優

秀女性研究者賞）の表彰式が行われました。たちなば賞

は、優れた研究成果を挙げた本学の若手女性研究者を顕

彰することによって研究意欲を高め、我が国の学術研究

の将来を担う優れた女性研究者を育成することを目的と

して創設され、今回で第 11 回目となります。

佐藤 亨男女共同参画推進本部支援室長の司会進行

で、はじめに、男女共同参画推進センター長の稲葉 カ

ヨ理事・副学長より開会の挨拶がありました。

次に、山極 壽一総長よりたちばな賞 学生部門受賞者

の藤森 詩織氏（理学研究科 博士（後期）課程 3年）、

研究者部門受賞者の西本 希呼氏（人間・環境学研究

科 特定研究員）へ表彰状と記念楯が授与され、株式会

社ワコール伊東 知康代表取締役社長より副賞の「ワ

コール賞」が授与されました。続いて、優秀女性研究者

奨励賞 学生部門受賞者の齋藤 美保氏（理学研究科 博

士（後期）課程 3年）、木邑真理子氏（理学研究科 博

士（後期）課程 2年）へ山極総長より表彰状が、伊東

社長より副賞が授与されました。続いて、山極総長、伊

東社長が受賞者へ祝辞を述べられました。

その後、たちばな賞学生

部門受賞者の藤森氏、研究

者部門受賞者の西本氏によ

る研究発表が行われまし

た。

最後に、川添 信介理事・ 

副学長より閉会の挨拶があ

り、表彰式及び研究発表会

は盛会のうちに終了しまし

た。

News Letter 2019.5.15 第 84 号
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3 月 4 日（月）、国際科学イノベーション棟会議室

5a・5b にて ”Women and the World” フォーラム 5「総

長と語る ! 研究者のワーク・ライフ・バランス」を開催

しました。

参加者の自己紹介後、女性教員懇話会代表の法学研究

科 齊藤 真紀教授より挨拶があり、京都市の保育所入所

手続きにおける大学院生のポイントの改善やおむかえ保

育サービスの利便性の向上などについて報告がありまし

た。その後、懇話会から「研究者のワーク・ライフ・バ

ランス」、「研究コミュニティにおける女性研究者の立ち

位置」の 2つのテーマについて投げかけがあり、各自

が直面している課題や対処法について、参加者がそれぞ

れの立場から、総長や稲葉 カヨ理事・副学長と活発な

意見交換をしました。

1時間 20 分の短時間ではありましたが、分野を超え

た情報共有ができた充実したミーティングとなりまし

た。多くの方にご参加いただきありがとうございまし

た。

前回ご紹介した ASAFAS での支援体制は大変進んでいますが、託児室利用を目的とした部屋を持っていない部局が

大多数でしょう。その場合、研究集会の託児室を開設するにはどうしたらいいでしょうか。乳幼児が室内でくつろい

で一定の時間過ごせるためには、畳敷きの部屋など靴を脱いで動き回れるスペースが要りますよね。宿泊施設を備え

た会場で開催される場合、託児室に適した部屋を借りられる場合もありますが、学内の一般の建物で行う場合は、適

した部屋がないと思うかも知れません。

しかし実績のある託児業者によると、通常のセミナー室や会議室のような設備の整っていない部屋でも、机を移動

して床マットやホットカーペット等を持ち込むことにより託児室として利用した経験がたくさんあるそうです。本学

でも、学内の宿泊施設を持つ会場、セミナー室や女性休養室などを利用して託児室を設置した実績があるようです。

何かあったときに、保護者がすぐに駆けつけられる範囲に託児室があるのが望ましいですから、研究集会の会場と同

じかほど近い建物の中に託児室を設置できるよう、是非とも部局にご協力いただきたいところです。

また、セミナー室や会議室を託児室として利用できるかどうかは契約に当たって託児業者が個別に判断することに

なりますし、また必要な物品のレンタルは予算に関わりますので、託児業者と十分に打ち合わせておきましょう。な

お、こうした事例が増えてくれば、部局の備品として床マット等を用意しておくなど、部局としての取り組みを充実

させる方向性が見えてくるのではないでしょうか。

託児室の設置に際して、事故に備えた保険が必要ですが、主催者や利用者ではなく託児業者が加入していることが

一般的です。託児業者の選定に際しては保険についてよく確認しておきましょう。他に気を付けることとして、会

議・イベント時の託児室開設についてノウハウをまとめた東京大学のウェブサイトもあります（脚注 1）。
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2 月 14 日（木）12 時 30 分から京都大学吉田泉殿に

て、女性教員懇話会主催のセミナーが行われました。医

学研究科の木下 彩栄教授より「認知症の病態と予防か

ら近未来の治療まで」と題して講演がありました。

木下先生は、認知症の問題、アルツハイマー病の症状

や原因、さらにアルツハイマー病の気付きのヒント等に

ついて話しました。また、生活や睡眠との関係について

「運動や本を読んで言語能力を高めること、地中海食・

大豆・ビタミン Cの摂取や良質な睡眠をとることが認

知症リスクを下げ

る。」と予防する

方法について述べ

ました。講演後は

質疑応答があり、

大いに盛り上がり

ました。

日時　 2019 年 5 月 31 日（金）12 時 15 分～ 14 時頃（入退室自由、ランチ持参歓迎）
　　　（冒頭の 30 分程度は、子育て交流室見学の予定。下記※参照。）
場所　本部キャンパス総合研究２号棟 2階　法科第四演習室
講師　浅井 歩氏（理学研究科附属天文台准教授）
演題　「最新の天体画像で解き明かす宇宙と太陽のひみつ」
京都大学の関係者ならどなたでも参加可能です。
※ セミナーの冒頭、前回のたちばなのコラム「みんなどうしている？」で取り上げられたアジア・アフリカ
地域研究研究科（ASAFAS）の子育て交流室の見学を予定しております（上記の会場から、ご案内いたし
ます）。こちらのみのご参加も大歓迎です。
参加申込み・お問い合わせ：
 中村（アジア・アフリカ地域研究研究科 nakamura@asafas.kyoto-u.ac.jp）または懇話会事務局（female.
jimgroup@gmail.com）まで。

女性教員懇話会は、本学における女性研究者相互の親睦・交流等を目的として、1981 年に設立された団
体です。

奈良女子大学（脚注 2）では、保育士資格を持たないボランティアや学生が様々な講義を受講し面談を受けてサ

ポーターとして登録されています。シッター料金がかなり抑えられており、直前でもキャンセル料不要など融通が効

くきめ細かなサービスを大学が提供しています。託児業者を利用するのは安心である反面、費用が嵩張るため、ある

程度の予算規模がないと対応できない問題があります。託児室を利用するのが 1名程度の場合は、利用者側がそれ

でよいと納得すれば、プロではなく主催者側の人員を割いて対応しているケースも多々あると思います（この場合

は、託児室の安全確保について主催者側が十分な知識を持っておく必要があります）。

本WGでも、学内での託児室設置の実績や障壁について情報を集めています。設置を検討したけれども断念した

ご経験などの情報も是非お寄せください。

託児室併設はこれからますます増えていくでしょう。今よりもっと「当たり前」で「簡単」になっていくことを期

待しています。

 （文責　育児・介護支援事業 WG、専用アドレス：ikwg@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）

脚注 1）http://kyodo-sankaku.u-tokyo.ac.jp/resources/childcare/event.html（東京大学）
脚注 2）http://gepo.nara-wu.ac.jp/childcare-support/event-childcare-system/（奈良女子大学）
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 経営管理研究部・教授　　アスリ チョルパン
 （Asli Colpan）

●勉強が好きだったから来日の機会に繋がった
「勉強をしなさい！」。親御さんにそう注意された経

験のある方は多いのではないでしょうか。私の場合はそ
の真逆で、子どもの頃は家に帰って宿題をするのが一番
の楽しみ。時には「何時まで勉強しているの！」と怒ら
れるような、珍しいタイプの人間でした。中でも得意
だった科目は、数学、化学、物理学です。ロジカルに考
えれば答えを導き出せるところに面白く没頭しました。
その志向は成長しても変わらず、大学では繊維工学を

選びました。工学の中でもなぜ繊維？と聞かれると、当
時は人気分野でしたし、また今から考えると恥ずかしい
のですが、好きだった子の希望進路だった、というのが
理由の一つでした（笑）。きっかけは不真面目でした
が、入学してからは真面目に勉強を頑張りました。その
おかげで、成績優秀者だけが選ばれる、日本の繊維工学
関連企業へのインターンメンバーになることができまし
た。
実は、これが私にとって最初の海外体験でした。一定

期間過ごしてみると、電車は時間通りに来るし、やるな
らやる、やらないならやらないとはっきりしている。あ
る意味完璧なシステムが出来上がっている社会で、完璧
を求める私の性格によく合っていると思いました。その
後、一度はインターン先の企業に就職することを希望し
たのですが、働くなら日本語ができないとダメと言わ 
れ……。まだ勉強したい気持ちもあったので、奨学金を
申請して学校に通い、もう一度日本に帰ってくることを
決意しました。そしてリーズ大学の修士課程、京都工芸
繊維大学の博士課程に進むことを決めました。
●自分で掴んだ経営学の道。常に論文の先を見据えて
経営学を勉強し始めたのはリーズ大学にいた頃です。

私がいた工学のクラスは学生数が少なく、そのうえ授業
内容はすでに知っていることが多かったので、若干物足
りなさを感じていました。そんな中、もっと新しいこと
を学びたいと思っていた矢先に、経営学と出会いまし
た。経営学のクラスは学生の数も多く、みんなが競い
合って勉強していた環境も肌に合って、途中からはすっ
かり経営学の虜になりました。どちらの大学も奨学金は
工学で申請していたのですが、リーズ大学の時は熱意で

認めてもらい、京都工芸繊維
大学の時は、学内に経営学の
研究科がなかったので、工学
研究科に所属しながら京都大
学の特別研究員になる。とい
う形にたどり着きました。
現在、研究しているテーマ
は、「多角化したビジネス・グループの持続性：理論的
および実証的考察」。簡単にいうと、企業戦略と企業統
治です。多角化するビジネス・グループ̶例えば自動
車を造ると同時に、ファイナンスや化粧品の分野も手が
けている企業が、どういう成長の仕方をしたのか。なぜ
それほどまでに多角化したのか。ということを、企業史
から考察したり、企業統治のあり方がその会社の業績と
どう結びついているのかなどを、計量経済学の手法を用
いて分析したりしています。
経営学というのは、企業活動全般を研究する学問で
す。その性質的に論文を出して終わりというわけにはい
かず、企業に行って発表したり、社外役員として結果を
出したりするなど、何らかの形で企業に影響を及ぼすと
ころまでが一連のプロセスなのだと考えています。ま
た、私は海外のビジネス・グループを中心に研究してい
るので、国際的なトップ雑誌などで成果を発表すること
も、常に心がけている姿勢の一つです。出版した書籍が
ハーバードビジネススクールから認められて 2016 年か
ら 1年間、客員教授として迎え入れられたことは、と
ても嬉しかったです。
社会の問題なのか、女性の考え方によるものかはわか
りませんが、日本は女性研究者が少ないと感じていま
す。私自身が今そうなのですが、働きながら子育てをす
るというのは確かに大変です。しかし、高等教育で女性
が自分の役割を持つこともまた、大切なことだと思いま
す。

編集後記
長いGWもあっという間に終了

しました。花粉症の方は、やっとマ
スクがとれる…とホッとした気持ち
でしょうか。季節の花たちが満開に
なり、センターの庭もどんどん明る
くなってきました。是非、お立ち寄
りください。
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センターのホームページが新しくなりました。トップ

ページのデザインを一新し、見やすくしたことに加え、

子育て世代の方々に向けた「みんなどうしてる？」や

「イクメンたちのワークライフバランス」のコラムペー

ジ等、新しいページを追加しています。また、「各種刊

行物」や「ニュースレター」からセンターが発行してい

る刊行物もご覧いただけます。さらに内容が充実した

ホームページをぜひご活用ください。

http://www.cwr.kyoto-u. ac.jp/

「保活」とは、未就学の子どもを保育所に入れるために保護者が行う活動全般を指します（脚注 1）。認可保育所

の利用開始時期は年度の切り替わる 4月が多く、希望された方は保活に苦労されたのではないでしょうか。京都市

を含め、自治体は認可保育所の利用を希望者に割り当てるのに、指数を設けて優先度判定を行っています。京都市で

は、今年度から指数の計算方法に大きな変更があったので、今回はこれを含め指数の計算方法についてお伝えします

（脚注 2）。

京都市では、指数は、まず乳幼児の保護者ごと（両親が揃っていれば父母別々）に基本指数と調整指数を合計し、

その合計点数の低いほう
4 4 4 4 4 4 4 4 4

が優先度判定に利用されます。

基本指数は、就労、介護・看護、就学・職業訓練等の各カテゴリーで該当する項目を選択し、合計することで決ま

ります。調整指数は保護者の状況の他に、親族の介護やきょうだいを含む世帯の状況について該当する項目を選択

し、合計することで決まります。調整指数では、通勤・通学時間が長い場合や育児休業からの復帰などは加算される

一方で、保育ができる 65 歳未満の祖父母と同居していたり、65 歳未満の親族に預けている実績があったりすると減

算されます。

このうち、変更があったのは基本指数の「就学・職業訓練」のカテゴリーです。「就労」カテゴリーの上限が 40

点なのに対し、前年度までは「就学・職業訓練」のカテゴリーの上限が 35 点になっていましたが、今年度の改定で

「就学・職業訓練」のカテゴリーの指数が引き上げられ、「就労」カテゴリーと同等に扱われることになりました。今

まで片方の親が会社員で 40 時間以上就労していても、もう一人の親が学生ならばたとえフルタイムでも保育利用に

は不利だったのが解消されるため、これは大きな変化といえるでしょう。

なお、優先度判定の指数の割り当て方は自治体によって異なります。例えば大阪市では、就労は週 40 時間あれば

100 点ですが、就学はどんなに拘束時間が長くても 60 点が上限で、変更もありません（脚注 3）。京都市以外の地
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京都大学女性教員懇話会は、京都大学で研究する女性（教員・研究員・大学院生や学生を含む）のための
自主組織で、教育研究環境向上のため、総会やセミナーなど様々な取り組みを行っています。詳しくは
Webサイト（http://kyotoufemale.blogspot.com/）をご覧ください。

落合 恵美子教授の令和元年度 ILAS セミナー「ジェン

ダーと社会」が 4月から開講しました。前半は、授業

テーマに関連する学生や講師を招いて、ジェンダーやセ

クシュアリティに関するフリートーキングを行い、後半

はジェンダーに関する読みたい本を読んで文献の要約や

見解をレジュメにまとめて発表し、全員でディスカッ

ションをする授業形式となっています。毎回様々な意見

交換がなされています。

日程：4月 8日（月）～ 7月 22 日（月）

時間：毎週月曜日　5限（ 16：30 ～ 18：00 ）

場所：男女共同参画推進センター会議室

5月 31 日（金）12 時 15 分から総合研究 2号館 2F 第

4演習室において、女性教員懇話会主催の懇話会セミ

ナーが行われました。アジア・アフリカ地域研究研究科

（ASAFAS）の子育て交流室（同館地下 1F）の見学後、

理学研究科の浅井 歩准教授より「最新の天体画像で解

き明かす宇宙と太陽のひみつ」と題して講演がありまし

た。浅井先生は、主に太陽活動やその歴史について話さ

れ、「ガリレオ・ガリレイは、黒点の観察記録によって

太陽が自転していることを突き止めた」ことや、「太陽

の表面は水素爆発 100 万発程の大爆発が起こってお

り、放出され

たガスは地球

の磁場に影響

を与える」と

いう話では、

参加者から驚

きの声があが

りました。

域での保活に関しては、各自治体のホームページなどを参考にしてください。

 （文責　育児介護支援事業WG、専用アドレス：ikwg@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）

（注 1）「保活」で検索すると、コトバンクやwikipedia の興味深い解説が見つかります。
（注 2） 指数の算出方法は「保育利用申込みの御案内」でウェブ検索すると見つかります。残念なことに、京都市ホームペー

ジからリンクだけでこの情報に辿り着くのは困難なようです。
（注 3）博士課程院生の悲痛な声に対し、大阪市は配慮しないと明確に宣言しています。
　　　　https://www.city.osaka.lg.jp/seisakukikakushitsu/page/0000437959.html
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学生、研究者の学業、研究と育児の両立を支援するこ

とを目的とし、「保育園入園待機乳児のための保育施設」

（愛称ゆりかご）を設けています。この保育施設は、自

治体に保育園入園申請をおこなったが、入園待ちを余儀

なくされている研究者等を対象としています。今年は

4月 3日（水）から開室しています。現時点で定員に

迫るたくさんの申し込みをいただいております。利用希

望の方は、事前登録をした上で、自治体への保育園入園

申請を行い、入室希望日の 1か月前までにお申し込み

ください。

http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/support/care/nursery/

「急遽夕方に打合せが入り、保育園のお迎えに間に合

わない…」などで困っていませんか。そんな研究者・学

生のために、男女共同参画推進センターでは「おむかえ

保育」を民間企業に運営委託をしています。保護者に代

わり、センターが委託している企業から派遣された保育

者（シッター）が子どもを保育機関などに迎えに行き、

男女共同参画推進センターで一時保育を行います。

http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/support/care/proxy/

病児保育室「こもも」は、京都大学教職員・学生の子

どもが、病中・病後のため幼稚園・保育園・学校へ登

園・登校できない時、親が仕事や研究を休むことなく、

子どもの保育ができる環境を提供する学内施設です。京

都大学病児保育室では、京都大学医学部付属病院と連携

し、看護師・保育士が常駐する安心できる環境におい

て、病児の保育を行っていま

す。今年度より、受入対象を

「小学校 3年生」より「小学

校 6年生」に引き上げました

ので、是非ご活用ください。

http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/support/care/sick/

男女共同参画推進本部では、本学における教職員の仕

事と子育ての両立支援を目的として、「ベビーシッター

育児支援割引券」を発行して、ベビーシッター事業者が

提供するサービスを利用した場合に、その利用料金の一

部を助成しています。

対象事業は以下の 2つです。

①　ベビーシッター派遣事業

②　双生児等多胎児家庭育児支援事業

http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/support/care/babysitter/

令和元年度第 2期研究・実験補助者雇用制度の利用

者を募集しました。育児又は介護のために十分な研究・

実験時間が確保できない研究者に対し、研究又は実験業

務（注：教育関係の業務は支援対象外）を補助する者の

雇用経費を助成します。本事業は、女性研究者に限ら

ず、育児・介護等に携わる男性研究者も対象となりま

す。今回の募集について、実験補助者の雇用期間は令和

元年 10 月 1日から令和元年 3月末までです。

お問い合わせ先：総務部人事課職員掛（g-e@mail2.

adm.kyoto-u.ac.jp）

http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/support/research/assistant/

男女共同参画推進センターでは、子育てと仕事や研究の両立支援を目的とした様々な取り組みを行っていま
す。詳細、利用方法については、センターホームページをご覧ください。http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/

Page　3

－ 53 －



 医学研究科・特定助教　　三宅 可奈江

● 幼少期の経験から医師を志すことに
自身の半生を振り返ると、私にとって「病気」は常に

目の前に立ちはだかる大きな壁でした。幼少期の頃に大
病を患い、長い間通院・入院を繰り返す日々。また、医
学研究者であった父が病気に倒れ、若くして他界しまし
た。家族にとって何ともし難い苦難をもたらすのが病気
であり、看護する母や家族の心配・不安は相当なもので
あったと記憶しています。
ただ、幸いにして、私の病は医療の進歩のお陰で劇的

に改善するのです。高校生の時に私の人生の導となる医
師に出会い、当時最先端であった治療を受けることがで
きました。手術の可能性もあった状況でありながら、非
侵襲的に半日で済んでしまった治療。医療技術の進歩の
恩恵を身をもって感じた瞬間でもありました。
医療には限界もあるが、絶望を希望に変える力があ

る。そう確信した私は医師になることを志し、そして主
治医の出身であった京都大学を目指すようになりまし
た。
地元の岐阜県の公立高校を卒業した後、京都大学医学

部に入学。そこで出会った友人達は個性豊かで、とにか
く刺激を受ける毎日でした。医学部 100 人中、女子は
約 1割のマイノリティーでしたが、お互いを尊重でき
る関係で、学年全体も和気藹々とした居心地のよい場所
でした。部活動はバトミントン部を選択。そこで、平日
日中も部活に励む当時の京大らしい大らかな精神を学び
ました。
●研究テーマは画像診断
現存する最適な治療の恩恵を被るには正確な診断が大

前提です。ですが世の中には多様な疾患があり、同じ疾
患でも個人によって表現型も程度も様々なため、実臨床
では速やかに正しい診断にたどり着くのはしばしば困難
です。私は日進月歩の技術の詰まった画像診断で診断の
道を追究することを決意しました。
画像診断はこの半世紀で急速に成長した医学分野であ

り、今や多くの疾患において主要な診断手法となってい
ます。放射線科医は患者のマネージメントを支える縁の
下の力もちとして重要な役割を担います。
私は医師となった最初の年から臨床、研究の両側面か

ら画像診断に向き合ってきました。不器用な自分が両者
を追求するのは平坦な道のりではありませんでしたが、
随所随所で様々な方から温かいご支援や刺激を頂き、そ

の方針は変わらず今に至って
います。これまで従事してき
た研究の中で主なものに乳房
専用 PET 装置の研究があり
ますが、米国スタンフォード
大学への留学、そして核医学
会での国際交友を深めるきっ
かけとなりました。
スタンフォードでは、研究業務に励ませて頂いたのは
もちろんのこと、日本とは違う多様性のあるライフスタ
イルに大変感銘を受けました。家族構成も仕事のあり方
も人それぞれ。お互いが多様性を認め合い、人との違い
は identity として大切にする文化を感じました。米国の
文化に引っ張られるように我が家も家族で行動する事が
増え、どれだけ忙しくても個人や家族の存在を大切にす
る人生の在り方を学ぶ機会にもなりました。
●希望と夢と好奇心を持つこと
日本に帰ってから第 2子が産まれ、今は臨床・研
究・家事育児で多忙な日々を送っています。正直、全て
をこなすのは大変で、疲弊してしまうことも多いです
が、それでも前を向けるのは、やはり芯となる信念があ
ること、そして周囲の助けのお陰だと思います。職場や
家族の理解と協力があっての自分だと、日々痛感してい
ます。最近は子どもも大きくなり、労いの言葉をかけて
くれるようになりました。一緒に過ごせる時間は短いで
すが、日々の成長が本当にありがたく思います。
これから社会に羽ばたかんとする女子学生の皆さん、
選択肢が多くなったようで、まだ多様性の未熟な日本社
会では、岐路に立たされた時にどの道を選択すべきか迷
うことも多いと思います。そんな時は自分の信念に耳を
傾けるのが一番ではないでしょうか。マズローの欲求
5段階説によると、人間の最上位の欲求は「自己実現」
だそうです。なりたい自分に向かってなら不思議と力が
湧いてくるでしょうし、自己実現まで達成できたならば
この上なく満ち足りた幸せな人生になるかもしれませ
ん。私の周りにも沢山いますが、夢に向かって絶え間な
い努力を積み重ねている人は素敵ですよね。
私の場合の自己実現は、家族全員が元気で、放射線科
医として臨床も研究も頑張りたいという欲張りなもので
すが、これからも医学の希望を現実にすべく精進してい
きたいと思っております。
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京都大学男女共同参画推進センターでは、京都大学で

の学生生活や研究者の仕事を知ってもらおうと「京都大

学を知ろう　学生・研究者と語ろう」を企画していま

す。フォーラムでは、理系・文系それぞれにどんな研究

分野や領域があるのか、なぜ今の分野を選んだのか、と

いった大学進学に関わる話をはじめ、試験勉強、進学後

の大学生活、研究の面白さや苦労など、

さまざまなテーマについての疑問に、学

生や研究者がお答えします。保護者の

方々の疑問にも、学部生や大学院生がお

答えします。

申込期間は、2019 年 9 月 24 日（火）

～ 11 月 22 日（金）です。下記セン

ターホームページをぜひご覧ください。

http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/

日　　時　 2019 年 12 月 22 日（日）

会　　場　 京都大学国際科学イノベー

ション棟　シンポジウム

ホール、他

参 加 費　無料

募集定員　女子高校生 100 名程度

　　　　　保護者 50 名程度（先着順）

申込方法　男女共同参画推進センターホームページから

申込期間　 2019 年 9月 24日（火）～ 11月 22日（金） 

前回ご紹介したように、本年度から、京都市の基本指数において就学ポイントは就労ポイントと同等に扱われるこ
とになりました。基本指数は従事する時間に応じて決まるのですが、就労ポイントが就労証明書だけで事足るのに比
べて、就学ポイントを適正に認めてもらうために特別な苦労を要する事情があるようです。
就学のカテゴリーで申請する場合、添付書類として在学証明書の他に「スケジュール申告書（時間割でも可）」を

求められています。自己申告のスケジュール申告書の通りに従事時間が認定されるならよいのですが、そうはいかな
いでしょう。学生にとっては、授業がない時間帯も自由な時間というわけではありませんから、時間割だけでは証明
書類として不十分です。授業の予習・復習、さらには自身の研究テーマについての調査や実験、場合によっては研究
室の業務の手伝い、医療系の場合にはさらに診療などに従事することもあります。このような実態を書類で証明する
ことは難しく、窓口となる福祉事務所に、丁寧に根気よく説明をしていかざるを得ないのが実情のようです。
日本では、学生は、制度上授業料を払うことになっていますが、学生が従事する業務の社会的価値は、雇用されて

いる研究者のそれと全く変わりありません。保活が必要な大学院生に、雇用されている研究者に劣らず多忙な生活を
送っている実態について、一筆書いて証明するなどの形で協力することも、指導教員の業務の一つといえるでしょ
う。名古屋大学では、指導教員が学生の就学・勤務状況を証明する書式を用意しています（注 1）。
医学部の大学院生には、非常勤先で診療（場合によっては夜勤）をしながら研究を続ける生活実態を理解してもら
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令和元年度第 2期研究・実験補助者雇用制度の利用

者は、11 名（女性 9名、男性 2名）の方に決まりまし

た。

研究・実験補助者雇用制度とは育児・介護等で十分な

研究・実験時間がとれない研究者に対し、研究又は実験

業務（注：事務及び教育関係の業務は支援対象外）を補

助する者の雇用経費を負担するものです。募集は、年

2回です。本事業は、女性研究者に限らず、男性研究

者も対象となります。また、研究分野の文系・理系は問

いません。補助者未定でも申請できます。

6月 27 日（木）9時 30 分より国際科学イノベーショ

ン棟シンポジウムホールにおいて、「社会・経済のため

のウィメンズ・フォーラム京都 2019 」が開催されまし

た。ウィメンズ・フォーラムは、社会・経済問題を女性

の視点から議論し、新しい発想で解決策を掲示すること

を目的に 2005 年に設立された国際会議です。

はじめに、稲葉 カヨセンター長、理事・副学長より

開会の挨拶がありました。その後、小池 百合子東京都

知事が講演を行い、東京都が進める再生可能エネルギー

利用の拡大や女性の活躍を推進するための政策について

紹介しました。続いて、「機構関連科学・技術・イノ

ベーション分野での女性の活躍」「女性の目からみたエ

ネルギー利用」「気候分野でのイノベーション、起業」

の 3つのテーマをもとに、パネルディスカッションが

行われ、活発な意見のもと盛会に終了しました。

うために苦労する例が後をたちません。外勤先に就労証明書を書いてもらうのは当然として、認可保育所への入所を
認めてもらうために、多忙な実態を伝えようと、ありとあらゆる手段を講じる涙ぐましい努力について、さまざまな
体験談がWGにも寄せられています。
日本学術振興会（学振）の特別研究員（PD）も、難しい現実に直面します。特別研究員（PD）は、学振とも受入
機関とも雇用関係にないため就労扱いにならず、学生でもないので就学扱いにもなりません。学振は、研究員として
の身分は証明してくれますが（注 2）、勤務実態が多様な個々の研究員の就労時間を証明してくれるわけではありま
せん。ただ、そのウェブサイトには、このような制度の公式の説明書があり、保育所入所手続などで利用できるよう
になっています（注 3）。この身分で保活をした人には、別途事情を説明した文書を添付し、所属する研究室の教授
などに勤務実態について証明してもらい、何とか認可保育所の利用を勝ち取ったという例もあるようです。
本年の 5月、幼児教育・保育を無償化する改正子ども・子育て支援法が成立しました。これにより、本年 10 月か

ら、3～ 5歳児は原則全世帯において、また、0～ 2歳児は住民税非課税の世帯において、認可保育所や認定こども
園、幼稚園の利用料が無料になります。無償化により保育の潜在的な需要が掘り起こされ、待機児童問題は深刻化す
るおそれがあることが指摘されています。
WGでは、来年 4月入所を目指される方その他研究者の保活に関心を寄せる方のために、保活情報交換会を企画し

ました。保活経験者にその経験をご披露いただいたり、紙面ではお伝えしきれない情報を交換したりする場にしたい
と考えています。関心をお持ちの方は気軽にご参加ください。詳細は、最終ページ下の案内およびバックナンバーの
サイトをご覧ください。

（注 1）http://www.kyodo-sankaku.provost.nagoya-u.ac.jp/work_balance/kinmu/
（注 2）下記掲載のウェブサイトにおける様式 10 。
　　　　https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_tebiki/yoshiki/saiyouchu.html
（注 3）注 3掲載の様式 10 の参考書類「特別研究員制度をご存じない方へ」。

コラム「みんな　どうしてる？」バックナンバー　http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/column/mina/
 （文責　育児介護支援事業WG、専用アドレス：ikwg@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）
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沿革　京都大学女性教員懇話会（通称：懇話会）の発

足は、1981 年に遡ります。その前年、ユネスコなどの

主催する「婦人のための教育・訓練・雇用に関するセミ

ナー」が埼玉県で開かれた際、一部の参加者が京都を訪

れ、京都大学の女性教員と交流を持ったことがきっかけ

でした。その時の参加者はわずか 2名でしたが、2人の

間で、これを機会に学内の全女性教員に呼びかけ、情報

交換と親睦交流をはかる集まりをもってはどうかという

ことが話し合われました。その後に賛同者を募り、何度

かの協議を経て、1981 年 10 月 31 日、楽友会館におい

て第 1回総会を開催し、「京都大学女性教官懇話会（の

ちに京都大学女性教員懇話会と名称変更）」が発足しま

した。1985 年からは京都大学総長と懇話会代表者との

懇談会が開催されるようになり、これは毎年の恒例行事

となっています。

会員と活動　本会は京都大学に在籍するすべての女性

教員・研究員（大学院生や学生を含む）を会員として想

定しており、京都大学で研究する全ての女性のための自

主組織です。（ 1）京都大学における女性教員相互の親

睦と交流、（ 2）各自が当面する諸問題についての情報

の交換、（ 3）女性研究者の地位の向上と差別の撤廃、

を目的に掲げ、これまでにさまざまな取り組みを行って

きました。懇話会について知っていただき、より簡便に

活動をお伝えするためにWEB サイトも立ち上げていま

す http://kyotoufemale.blogspot.com/。これまでの活

動や歴史を踏まえ、みなさまとともに今日のニーズに

合った新しいかたちを模索しています。どうぞよろしく

お願いします。

7月 17 日（水）大阪ハービスホールにおいて、2019

年度日経ウーマノミクスフォーラム「Be Ambitious!　

夢に向かって決意の瞬間」が開催されました。

京都大学も協力大学としてブースを出展し、高校生グ

ループディスカッションでは、【製薬】【生活・健康】

【エネルギー・環境】【食品】【IT】と 5つのグループに

それぞれサポート役として本学学生が

参加しました。また、大学・企業によ

るミニセミナーでは、大学院理学研究

科生物科学専攻の学生磯田 珠奈子さん

が「ウキクサってなんだ？～世界一小

さい花に魅せられて～」と題して講演しました。

参加者からは、「様々な学校の方との交流で、たくさ

んの刺激をもらえました」「各ブースで自分の興味ある

ことをより詳しく知ることができ、とても参考になりま

した。自分の将来のイメージが以前よりも明確になりま

した」等、多くの声が寄せられました。

セミナーやランチ会を開催しております。ご友人などもお誘い合わせてどなたでもお気軽にご参加くださ
い。
●ランチ会　2019 年 9 月 2日（月）12 時 15 分～（途中入退室自由）
　　　　　　場所：吉田泉殿　１階セミナー室　　持ち物：ご自身の昼食・飲み物
●セミナー　 2019 年 11 月 26 日（火）12 時 15 分～ 14 時（途中入退室自由）
　　　　　　場所：男女共同参画推進センター会議室　　持ち物：ご自身の昼食・飲み物
　　　　　　講師：吉田 万里子氏（京都大学国際高等教育院教授）
　　　　　　演題： 平等な機会と待遇に係る労働法と社会保障法についての国際比較
　　　　　　　　　　～欧州法における「働く女性」の扱い～
★参加連絡（任意）：女性教員懇話会（female.jimgroup@gmail.com）
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 ウイルス・再生医科学研究所・助教　　小田 裕香子

●調べること、実験が好きで研究者に
大学時代を過ごした京大農学部。そこは実習が多く友

達と一緒に参加することが楽しかったことが思い出さ
れ、ゆったりと過ごした学生生活でした。そんな中でレ
ポートを書くために調べものをするプロセスが好きで
「研究をもう少し本格的にやってみたい」と思うように
なり、大学院は理学研究科を受験しました。
大学院（永田 和宏教授）に入学してからは、新しい

ことばかりでとても刺激的でした。実験をすること、ま
た先輩方と話をすることも楽しい毎日でした。大学で研
究を続けるか就職するか、という何度か訪れる分岐点で
は、そのたび企業へ就職する迷いがありました。将来へ
の不安から来る迷いでしたが、当時、企業のインターン
に参加してみて、自分の将来は結局自分で切り拓くしか
ないと感じ、それならば自分の考えたことを自由に表現
できる大学での研究に魅力を感じました。そういう大小
の選択の積み重ねがあって今の道を進んでいます。
●もがき続けた先で見つけたもの
大学院時代途中からポスドク 1年間は森 和俊教授

（理学研究科）でお世話になり、その間ずっと小胞体ス
トレス応答の研究をしていました。まさにその分野が大
きく発展しつつある盛り上がりの時期に研究に関わらせ
ていただき、幸運でした。その後、月田 承一郎先生が
亡くなられた後のタイミングで、縁あって古瀬 幹夫教
授（当時神戸大学医学部）にお世話になりました。そこ
で現在の研究内容でもあるタイトジャンクションの研究
を始めましたが、大学院時代と研究分野がガラリと変
わったこともあり、テーマをなかなか見つけることがで
きません。クローディンという分子群が見つかった後
で、ノックアウトマウスも次々と作成され、やや成熟し
きった分野のようにも感じました。やる気や努力が空回
りするのが続き、自分自身を責めたり否定してしまった
りしたこともありました。研究室の異動のタイミング
で、現所属のボスである豊島 文子教授に拾っていただ
きました。豊島先生の明るい性格とラボの自由な雰囲気
の中、クリエイティブなことを考えられる思考回路に切
り替わっていき、ラボで購入している妊娠マウスを使っ
て何かできないかと考えました。真っ先に思い巡らせら
れるのは、散々悩んで勉強したタイトジャンクションの
ことです。タイトジャンクションがどうやって形成され
るのかという問いに迫ることは、大きなチャレンジだと
ずっと感じていました。タイトジャンクション形成を誘

導するような直接のトリガー
因子は生体内に存在するの
か。あるいはそういったもの
など存在しないのか。論文を
読み漁っても、こんなクエス
チョンそのものがあるのかわ
からない。それならえいっ
と、タイトジャンクションを
つくらない細胞とマウスの羊膜を共培養する、という雑
な実験をしたのがきっかけです。「マウスの羊膜に由来
する分泌因子が培養細胞にタイトジャンクションを誘導
する」という結果を初めて観察した時、あまりにもびっ
くりして震えるほどでしたが、同時にこれは何かの間違
いだろうとも思い、その後、慎重に慎重に検討を重ねま
した。石濱 泰教授（薬学研究科）にお世話になり、ペ
プチドにまみれながら精製に格闘し、石濱研の最先端の
質量分析器のおかげでその分子を同定することができま
した（まさかペプチドが細胞間接着・タイトジャンク
ションを誘導するとは、夢にも思っていませんでした
が）。これは、私が双子を妊娠し、出産・産休／育休を
経てドタバタの育児と時期が重なったのですが、男女共
同参画推進センターの研究補助制度のおかげで研究を進
めることができました。
●目の前のことに全力を尽くす
自分の研究の話をした後、“夢あるテーマ”と感動し

てもらえる日が来るなんて、思ってもいませんでした。
このペプチドで、もしかすると炎症やがんが治るかもし
れない可能性があり、現在薬にするための技術移転の活
動を始めようとしています。
双子育児と研究の両立は想像以上に大変でした。しか
し、今の環境の中でできることは最大限しているはず
だ、と言い聞かせて目の前のことを一生懸命に、日々の
研究に励んでいます。先日、大学院時代の恩師である永
田先生に「これで 10～20 年やっていけるんちゃうか」
と励ましのお言葉をいただきました。その言葉に背中を
押してもらいながら、今の成果を無事に世の中に送り出
し、さらに新しくわかってきていることを自分の手で発
展させていきたいです。

編集後記
コラム「みんなどうしてる？」では、

「保活入門」の特集を掲載しています。
HPのコラムページにも載せていますの
で、ぜひ引き続きご覧ください。皆様の
体験談もお待ちしております！

日時　2019 年 9 月 27 日（金）12 時～ 13 時　途中入退室自由
　　　ランチ持ちより
場所　男女共同参画推進センター　http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/about/access/
　　詳細は、コラム「みんなどうしてる？」のサイトをご覧ください　http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/column/mina/
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落合 恵美子教授の全学共通科目「ジェンダー論」が

10 月 7日（月）より開講しました。現代日本のジェン

ダーを広い視野に位置付けて理解し、問題解決の方法に

ついて自ら考える力を養うことを目指します。

適宜ゲストスピーカーをお招きし、さまざまな研究分

野においてジェンダーが開くパースペクティブ、日本お

よび世界の他の地域のジェンダーの状況や課題について

講義いただきます。

筆者は最初は夫と大阪在住の両親の助けを借りながら子育てと仕事を両立していた。保育園は私の職場及び自宅の
近くにあり、他方夫の職場からは 1時間弱かかるため、平日の送迎は私の担当、週末は夫が担当となることが多
かった。しかし、息子が年少のときに母が緊急入院し、父は衰え介護が必要になり、負担は一人娘の私にかかった。
初めて仕事を辞めようかという考えが頭をよぎった。幸い職場からサポートをいただいて乗り切ることができたが、
通常業務に復帰するにあたって、保育のバックアップは必須と考え、同じ職場の人から情報を集めシッターサービス
をお願いすることにした。他人を自宅にいれることに対する抵抗感は、「これがないと仕事が続けられない」という
切羽詰まった状況によってあっさり消えた。
最初は、シッターサービス業者とのやり取り、初めてのシッターさんと息子との引き合わせ、など様々な打ち合わ

せがあり、実際に息子を長い時間お願いできるまでに 1か月弱はかかった。幸い最初のシッターさんには早く慣れ
てくれたのでほっとした。
会議や研究打合せなどの会合は主に夕方に入るときが多い。部内の会合は可能な限り日中に行うよう変更を行った

が、夕方から動かせない会合があったり週末には研究会や学会があって、夫の出張や会議と重なるときがある。そん
なとき、シッターさんにお世話になった。シッターさんのおかげで，予定よりも遅く帰ってきた夫に腹を立てること
もなくなった。
息子が小学校に上がると、学童保育が 6時半お迎え、にも関わらず夫・私共に時間外の業務が増え、週に 1・2回

はシッターさんお迎え～自宅で親の帰りを待ってもらうパターンが 3年ほど続いた。1回につき最低 3時間以上、時
給 2,000 円程度（夜間は加算あり）。ご飯が用意できなかった時はコンビニでおにぎりを買ってもらい、シッターさ

2019 年度 10 月開講　全学共通科目（後期）

「ジェンダー論」テーマ一覧

講義日 テ　　ー　　マ
10 月  7 日 日本の子育てはなぜ難しいのか
10 月 16 日 伝統を問い直す：二つのアジア
10 月 21 日 近代家族とジェンダー
10 月 28 日 家族の戦後体制は終わったか
11 月  6 日 ハイジと日本
11 月 11 日 女性医師／医学研究者として生きる：多

様性の中の一事例
11 月 18 日 男女雇用機会均等法・育児介護休業法・

女性活躍推進法
12 月  2 日 性的同意
12 月  9 日 女性の貧困
12 月 16 日 男性学とは何か
12 月 23 日 ジェンダー平等と父親の育児休業の国際

比較
1月  6 日 男性のワーク・ライフ・バランス
1月 14 日 慰安婦と中国
1月 20 日 まとめ

■ゼミの時間：月曜日 3 限（13 時 00 分～14 時 30 分）
■ゼミの場所：吉田南構内　国際高等教育院棟 31
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7 月 30 日（火）11 時より京都大学杉浦ホールにて、

日本学術振興会「多様性をイノベーションに繋ぐ要因の

研究と新たな評価法の提案」に関する研究開発専門委員

会（通称：多様性イノベ委員会）（委員長：鈴木 和代　

医学部附属病院特定助教）の研究会が行われました。

多様性イノベ委員会では、これまでにイノベーション

に寄与した女性研究者・技術者へのインタビュー調査を

通じて共通したイノベーション寄与要因を質的に解析

し、その寄与要因を指標化することで多様な人材の能力

を生かす多角的な仕組みと透明性のある評価制度の実現

を目指しています。

今回の研究会では、はじめに、スギホールディングス

の副会長である杉浦 昭子氏が「スギホールディングス

の多様性をイノベーションに繋ぐ取り組み」と題して講

演を行われました。その

後、鈴木特定助教が「多

様性イノベ委員会のこれ

までの進捗」について報

告しました。午後から

は、要因のイノベーショ

ンへの寄与度に関する分

析・ルーブリック作成

ワークショップが行わ

れ、その後新たな評価法

について活発な意見交換

がなされました。

7月 25 日（木）10 時より、大阪科学技術センターに

おいて企業向けの「電通×京大 SDGs シンポジウム」が

開催されました。その中の「JAMセッション 京都大学

の挑戦」では、広報・相談・社会連携事業WG主査で

ある今村 博臣准教授が、京都大学における男女共同参

画の取り組みについて講演しました。女子学生・研究員

を増やす取り組みとして、男女共同参画推進センターに

関して、4つのワーキンググループの活動を中心に紹介

しました。センターのことを紹介できる機会を得たこと

は社会にアピールすることであり、今後も引き続き発信

していきたいと考えています。

んの交通費もあるので 1回 7千～ 1万円程度、月に 4～ 5万円分をシッター代として使っていた。夫婦のどちらか
が泊まりがけ出張の場合は夫婦でカバーできない時間が増えるため数日間続けての依頼となり、さらに数万上乗せ状
態であった。最近は息子が高学年になり、シッターさんがいなくても短時間なら一人でやっていけるようになり、ま
た習い事で忙しくなったためシッターさんを頼むことはなくなった。
センターのおむかえ保育（脚注 1）も選択肢ではあったが、私の場合は保育園と自宅の位置関係からは、セン

ターを経由する分タイムロスが大きくなりそうだった。共稼ぎ家庭においては時間は貴重であり、諸要素を考えてベ
ストな選択をした結果が私の場合はシッターサービスの利用となった。シッター業者に制限があったが、クーポンが
利用できた（脚注 2）。ただ、シッターサービスに関する金銭的補助は、決して十分とは言い難い。仕事を続けてい
くために一時的とは言えかなりの出費を覚悟する必要があり、その点について夫とはいろいろと話し合った。
最後にひとこと、夕方を過ぎる会合や研究会では、予定している時間を延長しないでいただきたい。ギリギリの時

間までシッターさんにお願いして会に参加しているのに、長引いてしまって残念ながら中座しなければならなかった
経験が何度かあった。もちろん、延長可能なシッターを私の代わりに手配してくれて代金も負担してくれるというの
なら話は別だが。

（脚注 1） おむかえ保育は、保護者に代わってシッターが保育園までお迎えに行き、センターで一時保育を行う制度です。
学生も利用できます。http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/support/care/proxy/

（脚注 2） ベビーシッター利用育児支援は、クーポンを発行してベビーシッターによる在宅保育サービスの利用料金の一部
を助成する制度です。学生は利用できません。http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/support/care/babysitter/

コラム「みんな　どうしてる？」バックナンバー　http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/column/mina/
 （文責　育児介護支援事業WG、専用アドレス：ikwg@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）
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9 月 2 日（月）12 時より、吉田泉殿にて京都大学女

性教員懇話会のランチ会がありました。

今回は、決まった講演やミニセミナーなどは行わず、

自由に育児や介護、今般の女性問題等について、思い思

いに意見交換を行いました。

稲葉 カヨセンター長、理事・副学長にも参加してい

ただき、短時間ではありましたが、意見が飛び交い、参

考になったことや知らなかったことについての認識等で

盛り上がりました。

9月 27 日（金）12 時より、男女共同参画推進セン

ター会議室にて育児・介護支援ワーキンググループ主催

の「みんなどうする？保活情報交換会」が初めて開催さ

れました。これは、来年 4月入所を目指される方やそ

の他研究者の保活（子どもを保育園に入れるための活

動）に関心を寄せる方のために企画さ

れたイベントです。はじめに、ワーキ

ンググループ主査である矢野 孝次理

学研究科准教授より挨拶がありまし

た。次に齊藤 真紀法学研究科教授

が、保育園入園のタイミングや見学に

ついて、また京都市のポイント制の概

要等について話しました。その後、自由な意見交換や質

問の時間を持ち、就労証明書や申込書の書き方のポイン

ト等、保育園に入園するための手立てについて活発な情

報交換が行われ、充実した交流会となりました。

8月 23 日（金）13 時より、国際科学イノベーション

棟シンポジウムホールにて「人社未来型ユニット第 2

回全学シンポジウム　女性がつくるアジア人文学」が開

催されました。これは、大学で研究・教育に携わる女性

たちが集まり、アジアの現代社会に潜むジェンダー関連

の諸問題を明るみに出し、分析することを目的としたシ

ンポジウムです。はじめに、稲

葉 カヨセンター長、理事・副

学長より挨拶がありました。そ

の後、第一部のアジアの女性研

究者による講演では、金 惠淑

梨花女子大学総長、三成 美保

奈良女子大学副学長、落合 恵美子文学研究科教授、教

育学研究科博士後期課程大学院生の西郷 南海子氏が、

それぞれのテーマについて話されました。第二部の提題

者とコメンテータ―による総合討論では、家族と大学を

生きる女性研究

者の視点から

様々な意見が交

わされ、盛会に

終了しました。
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 アジア・アフリカ地域研究研究科・准教授　　中村 沙絵

●何でも挑戦する学生時代
父親の転勤で、中学時代に住んでいたインドネシア。

スハルト政権が倒れた時期で、大規模な暴動などを経験
し、広く世の中の仕組みのことや、自分とは違う生活を
おくる人々の考えや生き方に興味を持ったことが研究者
を目指すことへの始まりでした。運動も音楽もボラン
ティア活動もしたい！と欲張りな私は、学生時代、女子
サッカー部やサンバサークル、大学外のNGOなど課外
活動に多くの時間を費やしました。NGOでの活動を通
して津波復興支援の一環でスリランカを訪問したことが
きっかけで、後にスリランカの全てに魅了され、スリラ
ンカ研究で進学することになるのです。
●様々な出会いが今に繋がっている
学生時代、忘れられない様々な出会いがありました。

胡瓜の光合成をはじめ、植物の素晴らしさを教えてくれ
る生物学の先生、聖書をジェンダーの視点で読む先生。
2人の先生の授業はとにかく興味深く感心することば
かりで、何かを追求することはこんなにも素晴らしいこ
となんだと感じさせられました。また「私もいつかこん
な本を書いてみたい」と思うほど感動した民族誌との出
会いもあり、いつの日か研究者を目指す自分がいまし
た。
大いに影響を受けることになったスリランカ訪問で

は、スリランカの人、食べ物、風景、いろんなものに魅
せられました。スリランカにまた行きたいという思い
と、自分も少し関わっていた津波復興支援についてもう
少し考えてみたいという思いから再訪問しました。そこ
で、とある老夫婦に出会い、みすぼらしい格好をしてい
る私に声をかけてくれました。シャワー、トイレ付きの
部屋を用意してもらい、なんと毎日の食事までお世話に
なることに。いつも私のことを気にかけ、本当の両親の
ように親切にしてもらいました。かけがえのない出会い
となり、私自身も彼らのことを「お父さん、お母さん」
と呼ぶようになっていました。私にとってその方々との
出会いが大きく、「この人たちのことをもっと知りたい」
と素直に思うようになりました。そこから、高齢者につ
いて研究し、老人ホームの民族誌を書くことに至りまし
た。
出産・育児を経て、卒業できるかどうかわからない状

況の時もありました。産後は所属もなく保活に苦労し、
ようやく保育園に預けられるようになったのは息子が
2歳のときでした。その間は、両親にみてもらった
り、就寝後の時間を使うなどして「とにかく、本だけ出
せればそれでいい。研究者になれなくてもいい」と思っ
て博論を書いていました。京大の大学院（ASAFAS）の

先生方が支援してくださり、
何とか研究者の道を諦めずに
来られました。自身の著書を
出すことができ、強い意志を
持って続けてきてよかった、
と今心から感じています。
現在は、スリランカをはじ
めとする南アジア地域の老
い・病い・死とケアをめぐる問題を研究しています。地
域のことを相対的・総合的に見て、生態系や地理的な特
徴、文化的な特性、社会構造等がどのように関係してい
るのかという地域研究の視点と、文化をもっている人間
の社会的・文化的側面を追求する文化人類学の視点から
研究を進めています。
● 調査に協力してくださった方々のためにも、意義のあ
る研究を
私が心がけていることは、とにかく、現地の人たちに
教えてもらったことを一つ一つ大事に理解し、文字に
し、忠実に伝えること。遠回りだったとしても、調査に
協力してくれた人たちに何らかの意義ある仕事をするこ
と。現地で調査に協力してくれている人たちにとって
も、私にとっても、学術的にも大事な問題を探し続ける
ようにしています。そして、まずは単著を英語にして現
地の人たちに還元したい、と考えています。その後はも
う一度、長期のフィールドワークをしたいです。
裁量労働なので、子育てもしやすい環境ではあります
が、平日のお迎え時間までにできることが限られてい
て、休日や夜間（子供を寝かした後）などに仕事が集中
してしまうこともあります。これが続くと家族も疲れて
きてしまうので、ときには「忘れ」、裁量労働だからこ
そ、オンとオフをちゃんと意識しなければと思っていま
す。また、夫や子どもはもちろん、それぞれの両親、姉
家族、近所の方々やベビーシッターさんなど、本当に
色々な方々に助けられています。ずっと感謝の気持ちを
忘れず、自分のやりたいことを諦めることなくやってい
けたら、と思います。スリランカでは、内戦後、コミュ
ニティの社会構造や関係性が大きく変わっている地域が
あります。そういう場所も含めて、スリランカのことを
さらに深く知って、世の中に発信していきたいです。

編集後記
ずいぶん寒くなり、セーターを着

ようか迷う日も出てきました。セン
ターのお庭はすっかり秋の色、新入
りの花たちがとても綺麗です。お近
くに来られた際は、ぜひお立ち寄り
ください。
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11 月 14 日（木）に、百周年時計台記念館にて「日

本放射線影響学会第 6回キャリアパス・男女共同参画

委員会企画セミナー」が開催されました。

第一部では、稲葉 カヨセンター長、理事・副学長よ

り「京都大学における男女共同参画の取り組み」につい

て講演が行われました。稲葉理事は、京都大学男女共同

参画のこれまでの流れや、男女共同参画推進センターの

取り組み・ホームページ等について、4つのワーキング

グループの活動

を中心に紹介し

ました。最後に

は「男女共同参

画の実現に向け

て、女性側の意

識改革や自身の

能力を最大限に

発揮する努力が大切です。」と述べ、参加者は興味深く

聴いていました。第二部では「放射線影響科学から広が

る多様な道　～年代・性別の枠を超えて～」と題したパ

ネル討論が行われました。会場の方々のリアルタイム意

識調査を行い、放射線影響科学から広がるキャリアパス

について、経験や考えを共有しながらの活発な意見交換

がなされました。

在学中に学業と出産・育児を両立することになった学生にとっては、標準修業年限での修了は難しくなります。ま

た、親の介護を担うことになった学生にとっても、同様のことが当てはまります。

留年するとなると、授業料負担が重くのしかかる上に、留年のせいで将来的に不利に扱われるかもしれません。そ

うかといって休学すると、休学中は授業を受けられず、研究費による旅費補助を受けての出張もできなくなるばかり

か、保育所の利用が認められないおそれもあります。このような不利益は、経済的・身体的に重くのしかかるだけで

はなく、場合によっては、学業自体を諦めることにもつながりかねません。

こういったジレンマが、もし長期履修制度が利用できたなら、解消するかもしれません。長期履修制度とは、大学

（院）設置基準の定めに基づく制度で、職業を有する等の事情のある学生が、標準修業年限の授業料で長期の計画的

な履修を可能にする制度です。ウェブ検索すると全国の大学（院）で導入が進んでいることが分かり、出産・育児・

介護も事情として認められているところが多いと分かります。

本学でも、この制度に関する上位規定があり、導入する準備はできています。しかし、実際に学生が出産・育児・

介護を理由としてこの制度を利用するには、学部・研究科においてこの制度を運用するための規程が整備され、利用

可能な事由として出産や育児、介護が挙げられている必要があります。農学研究科や情報学研究科など既に出産等を

理由とした利用が認められているところがあり、工学研究科でもこの 10 月から同様の手当てがなされるなど、本学

でもこの制度の導入は広がりつつあります。「京都大学　長期履修制度」で検索すると情報が手に入ります。
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11 月 15 日（金）に岡山県立岡山操山中学校の生徒

19 名、引率教員 2名が東南アジア地域研究研究所を訪

問しました。

東南アジア地域研究研究所のセミナー室にて、同研究

所の帯谷 知可准教授がウズベキスタンのイスラーム・

ヴェール問題について講義を行いました。帯谷准教授

は、ウズベキスタンの 20 世紀中のヴェール根絶運動の

歴史や現代の新し

いヴェール「ヒ

ジョブ」着用問題

について、伝統的

ヴェールの実物や

様々なヴェールの

写真を見せながら

話し、「女性たち

がヒジョブを着け

るのは、一人の意志ある女性として、自分らしい生き方

や幸福を模索した結果なのではないか。」と述べまし

た。参加した生徒は、先生の話に熱心に耳を傾けていま

した。その後の質疑応答では、積極的に質問をしたり、

ウズベキスタンの伝統的ヴェールを実際に着用したりし

ました。

11 月 10 日（日）に京都大学にて、「女子中高生のた

めの関西科学塾」が開催されました。このイベントは、

関西の大学が中心となり女子中高生を対象に理科実験教

室などを行う企画で、2006

年から開催しています。第

14 回目となる今回は大阪市

立大学が幹事校となり、京都

大学、神戸大学、大阪大学、

奈良女子大学、大阪府立大

学、中西金属工業株式会社な

どが参加しました。京都大学

では小グループに分かれて様々な実験を行い、大学の研

究を体験しました。

学業と出産・育児・介護の両立は難しく、志半ばで学業の継続を断念する人が後を絶ちません。場合によっては、

本人に意欲があるにもかかわらず、「育児・介護をしなければならない身で学生を続けるのは贅沢だ」とか「子ども

がいる女性に研究は無理だろう」という周りの無理解のために、不本意ながら学業を諦めるケースもあるのではない

かと想像されます。ケアが必要な人が身内にいながら学業を続けるには、たくさんのサポートとともに周りの温かい

理解が必要です。家族や社会に支えられ、育児・介護をしながら学生を続けることが、ごく当たり前の風景になる時

代が到来するよう願っています。

コラム「みんな　どうしてる？」バックナンバー　http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/column/mina/

 （文責　育児介護支援事業WG、専用アドレス：ikwg@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）
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3 月 3 日（火）12 時～13 時 30 分にWomen and the 

World フォーラム 6を開催します。ランチミーティング

となりますので、昼食をご持参ください。詳細につきま

しては、HPのお知らせをご覧ください。

12 月 22 日（日）10 時より、京都大学国際科学イノ

ベーション棟シンポジウムホールにて「女子高生・車座

フォーラム 2019 」を開催しました。このフォーラム

は、男女共同参画推進センターが中心となり、女子高生

に京都大学での学生生活や研究者の仕事を知ってもらお

うという企画です。今回で 14 回目の開催となり、高校

生 111 名、保護者 49 名の参加がありました。お越しい

ただいた皆様、この度はご参加いただきありがとうござ

いました。

当日の詳しい内容につきましては、次号の第 89 号と

HPにも掲載致しますので、そちらをご覧ください。

11 月 26 日（火）12 時 15 分より男女共同参画推進セ

ンターの会議室にて、女性教員懇話会主催の懇話会セミ

ナーが行われました。国際高等教育院の吉田 万里子教

授より「平等な機会と待遇に係る労働法と社会保障法に

ついての国際比較～欧州法における「働く女性」の扱 

い～」と題して講演がありました。吉田教授は、ドイツ

と日本の産休・育児制度や給付金、就業形態などを比較

し、欧州の男女均等待遇法制についても紹介され、「日

本の男女均等待遇は改善しつつあるものの、非正規雇用

や社会保険制度、法制度の遅れ等まだまだ課題があり、

一般社会・家庭内でも意識改革を行うことが大切。」と

述べられました。その後、参加者から様々な質問や意見

が寄せられ、有意義な時間となりました。

11 月 2日（土）10 時から 16 時まで医学部附属病院

外来棟アトリウムホールでオープンホスピタル（病院見

学会）が開催され、そこに病児保育室「こもも」がポス

ター参加をしました。議題は「京大病児保育室につい

て」「隔離室について」「保育室での遊びについて」で、

病児保育室の利用方法や隔離室での様子、保育室での過

ごし方等について、詳しく紹介しました。
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　高等研究院物質―細胞統合システム拠点・教授
 深澤 愛子

●化学者になって新しい物質を創りたい
科学者のルーツを辿ると、多くの場合が子供時代から

自然や科学に触れ…というのが多いですが、私自身は幼
い頃は本が好きなインドア派、科学とはあまり縁のない
幼少時代を過ごしていました。そんな私が科学者を志し
た契機は間違いなく高校時代にあります。私の母校は、
とにかく生徒の自主・自立性を重んじる学校で、まさに
「出ていない杭は打たれる」雰囲気のもと、文化祭など
の行事の企画や討論合宿で徹底的に意見をぶつけ合うこ
とで、何事も主体的に考え周囲を巻き込みながら行動す
る力がついたと思います。理系科目では実験に重きが置
かれ、自分たちで実験を計画するチャンスもあり、本当
の意味での科学の面白さに触れることができました。次
第に、新しい物質を生み出せる化学に魅力を感じるよう
になり、京大工学部工業化学科を目指すことにしたの
は、高校 3年生になった頃です。それまで学校行事や
部活のバスケットボールに熱中していたため全くの実力
不足でしたが、そこから猛勉強し、何とか合格。入学後
は、サークル活動・アルバイト・趣味を謳歌し、試験直
前になって勉強を詰め込むという当時の典型的な京大生
で、気ままな生活を謳歌していました。
●生活スタイルが一変、研究漬けの毎日に
そんな気楽な生活が一変したのは、研究室に配属され

た 4回生のときでした。新しい物質を創り出したいと
いう初心を思い起こし、有機合成化学の研究室に飛び込
みました。3回生までの実験では、結果が既に分かって
いる実験を行い基本操作や原理を習得するのに対し、研
究室ではこれまで誰も作ったことのない物質の合成に取
り組みます。最初にもらったプロジェクトは、ケイ素ど
うしの結合をもつ新しい有機化合物を合成し、その性質
を明らかにするというものでした。合成の難しさから研
究が一向に前に進まず、それまでの生活スタイルとの落
差も激しかったこともあり、心身の調子を崩しかけたこ
ともありました。でも、研究室の先輩や同期からの玉石
混交の様々なアドバイスのおかげで（笑）、「多様な考え
方に触れ、自らで考え取捨選択しながら進んでいけばい
い」と思えるようになり、何とか乗り越えられました。
その後はとにかく文献を読み漁り、時には研究室の別の
グループの先生や近隣研究室の先輩にも自分から議論を
持ちかけ、実験を重ねることで着実に解決への糸口を見
出し、3年半かけてようやくまとまった成果を出すに至
りました。当初は博士課程への進学は考えていませんで
したが、いつの間にか研究の面白さに魅了され進学し、

その後大学で研究する道を選
択し、今に至っています。私
が現在取り組んでいる研究
は、革新的材料の創製を目指
した新しい有機分子の創出で
す。優れた光・電子機能をも
つ新物質の創製は、持続可能
な社会の実現の根幹を担う重
要課題であり、かつ材料への応用に直結する可能性をも
つため、有機・無機材料問わず世界中で活発に研究され
ています。私はむしろ基礎科学としての側面に強い興味
があります。これまで実現できないだろうと考えられて
いた未踏物性や機能への挑戦は、科学の常識を覆すチャ
ンスを秘めているからです。もちろん既存の技術の改良
に確実に貢献する物質創製も重要ですが、私たちは既に
誰かが可能性を示した応用の方向性に囚われず、さらに
その先を目指し、ユニークな有機分子のデザインを起点
に、合成、機能開拓に取り組んでいます。
●今を大切に、そして楽しく
研究者である夫と結婚し、子どもが産まれてからは、
今まで研究一色だった生活は驚くほど変化しました。さ
らに京大への異動に伴い夫とは別居を余儀なくされてい
るので、研究の時間を今まで通りに確保することは非常
に困難です。それでも、「研究と育児の両立」や「ワー
クライフバランス」という言葉には抵抗があります。私
にとってワークはライフの一部であり、研究と育児は天
秤にかけられるものではなく、一方のために他方を犠牲
にすると捉えたくないからです。まずは自分と家族の健
康を第一に、あとは完璧を目指し過ぎず、頼れる人やモ
ノには割り切って頼ること。恩師の玉尾皓平先生（京大
名誉教授）の言葉である「今を大切に、そして楽しく」
をモットーに、その都度全力で取り組むしかないと思っ
ています。今は京大で自分の研究グループを主宰するよ
うになって間もなく、まだ何も大きなことは成し遂げら
れてはいませんが、これまで誰も思いもよらなかった 
〝不可能を可能にする分子”を創り出し、世界をあっと
驚かせたい。研究のワクワク感、自分の手でスゴい新物
質を生み出した瞬間の震えるような喜びを、学生、研究
員のみんなと共有し、有機化学、マテリアルサイエンス
の新境地を開拓していきたいです。

編集後記
女子高生・車座フォーラム 2019 が無事終了いたしまし

た。高校生には、京都大学での学生生活や研究者の仕事につ
いて知ってもらういい機会になったことと思います。アン
ケートでいただいたご意見を来年度に生かしていきます！
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12 月 22 日（ 日）国
際科学イノベーション棟
シンポジウムホール等に
て「 女 子 高 生・ 車 座
フォーラム 2019 」を開
催しました。このフォー
ラムは、男女共同参画推
進センターが中心とな
り、女子高生に京都大学
での学生生活や研究者の
仕事を知ってもらおうと
いう企画です。今年で
14 回目の開催となり、
高校生 111 名、保護者 49
名の参加がありました。
今村 博臣男女共同参画推進セン

ター広報・相談・社会連携事業ワー
キンググループ主査の司会進行のも
と、はじめに、稲葉 カヨセンター
長、理事・副学長より開会の挨拶と
京都大学についての紹介がありまし
た。稲葉センター長は、京都大学の
歴史やミッション、特色入試等、京
都大学について話しました。その中でもWINDOW構想
については、「最後のWには、女性をサポートし、女性
がより伸びるような教育をしていくという意味が込めら
れています。」と述べ、男女共同参画のこれまでの流れ
や男女共同参画推進センターの取り組みについて紹介し
ました。最後は、「どうぞ京大に来てください。また皆
さんと京大でお会いできることを楽しみにしています。」
と締めくくりました。

引き続き、人文科学研究所の石
井 美保准教授が「フィールドワー
カーになろう！」の題で講演を行い
ました。石井准教授は、フィールド
ワークの意義や素晴らしさについて
話し、ガーナでの調査では「人々の
いきいきとした生活を見ることがで
きました。フィールドへの没入と再

帰を繰り返していく中で、自分が変わり、成長していき
ます。回り道に見えることでも無駄ではなく、研究の発
想に生かされます。」と述べました。また自身の子ども
を連れて村を訪問したり、子どもにヘルメットやマスク
を付けて過ごしたりしたことなど、2人の子連れフィー
ルドワークのエピソードについても話し、最後に「あら
ゆる場面で女子学生が活躍しています。高校生の皆さん
には、希望を持って進んでほしいと思います。」と激励
しました。
次に、総合人間学部卒業の舟橋 知生さんと理学部の

学生達がおもろチャレンジの取り組みについて紹介をし
ました。舟橋さんは、「バクタブルに訪問した際、宗教
意匠に興味を持ち、研究したい！と思いました。周りが

応援してくれる恵まれた環境で取り
組むことができ、想像以上におもし
ろい発見ができました。」とおもろ
チャレンジでネパール・バクタプル
での建築意匠調査に取り組んだきっ
かけやエピソードなどついて話しま
した。最後には、「自分の夢に向
かって今何をしなければいけないか

考え、コツコツ取り組むと可能性は広がります。志を絶
やさず頑張ってほしい。」と高校生にメッセージを送り
ました。また理学部の学生は、「 4人でアラスカへと旅
立ち、オーロラの音かもしれないものを発見しました。
思ったより素晴らしい成果を得た。」とオーロラの音を
テーマに調査したことについて紹介しました。また「女
子率が低くて心配だったが、今ではとても居心地のいい
場所となっています。」
「 3回生から専門分野を
決められるので、何がや
りたいかはっきりしてい
なくても大丈夫。ぜひ理
学部を目指してほしいで
す。」とそれぞれの京大
理学部を選んだ理由につ
いて話しました。
昼休憩後、高校生は希望学部別のグループに分かれ、
総合研究 8号館に移動し、グループワークを行いまし
た。事前に集めた質問内容をもとに、学生は受験勉強や
学生生活といった実体験を語り、研究生活や専門などに
ついては講師が回答しました。質疑応答以外にも活発な
意見交換が行われ、非常に内容の充実したグループワー
クとなりました。

高校生がグループワー
クに参加している間、保
護者は京都大学学生との
交流会に参加しました。
稲葉 カヨセンター長挨
拶の後、保護者から学生
へ学校生活や学部などに
ついて疑問に思うことを

数々の質問があり、学生が回答しました。
グループワーク終了後は再び全員で集まり、まとめの
会を行いました。足立 壯一男女共同参画推進本部支援
室長の司会進行で、それぞれのグループで話し合った内
容を報告し、他のグループでの話し合いについて情報共
有しました。
車座フォーラム閉会後も、入試企
画課と学生が残り、女子高生からの
質問に丁寧に対応しました。
今年度のアンケートや車座フォー
ラムの詳しい内容は、HPに掲載し
ていますのでご覧ください。
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文学部 教育学部 法学部 経済学部

理学部 医学部（医学） 医学部（人間健康科学） 薬学部

工学部 農学部 総合人間学部（文系） 総合人間学部（理系）

保護者（京大生との交流）

令和 2年度第 1期研究・実験補助者雇用制度の利用者は、12 名（女性 8名、男性 4名）の方に決まりました。
研究・実験補助者雇用制度とは育児・介護等で十分な研究・実験時間がとれない研究者に対し、研究又は実験業務

（注：事務及び教育関係の業務は支援対象外）を補助する者の雇用経費を負担するものです。募集は、年 2回です。
本事業は女性研究者に限らず、男性研究者も対象となります。また、研究分野の文系・理系は問いません。補助者未
定でも申請できます。

保護者（京大生との交流）

車座フォーラム参加者の声（保護者・高校生のアンケートより）※一部抜粋

・ 自分の進路について考え直すきっかけになり、選択の幅が広がったのはよかったで
す。
・ 京都大学の女性研究者への支援が厚いことを感じました。研究者という進路も視野
に入れて頑張ります。

・ オーロラのおもろチャレンジの話が印象的で、京大の自由さがよくわかりました。女子大学生のお話が身近で分かりや
すくてよかったです。漠然と目指していた京大が、未来の自分が過ごしたい、輝きたい場所として想像できるようにな
りました。
・ 他の学校、地域の普段なら関われない人たちと交流することができて、とても刺激を受けました。京都大学でははじめ
からどの科目を学ぶかを選択するということではなく、３回生になってから選べるという点が、自分の進路に焦ること
なく、ゆったりと決めることができると安心しました。
・ 学生さんの話もたくさん聞くことができ、京都大学を近くに感じることができました。先生のお話を聞いて、女性が子
育てをしながらそんな風に仕事をする道があるのかと、自分の今までの考え方が変わりました。大変だと思うが、自分
のやりたいことをするのは生きていくうえでとても大切だと思います。
・ ２年連続参加させて頂きました。「京大に絶対に入りたい！」と意志は固まったようなので、車座フォーラムに感謝です。
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広報・相談・社会連携事業ＷＧ
 主査　今村 博臣
広報事業では、3月3日に Women and the World

フォーラム 6「総長と語る！京大らしさと diversity & 
inclusion」を女性教員懇話会との共催で行い、総長との
意見交流を行いました。また、センターの活動につい
て、ウェブサイトやweb ニュースレター「たちばな」、
研究者紹介の冊子「未来に繋がる 青いリボンのエトセ
トラ」、卒業生紹介の冊子「Will」を通して、学内外に
広報活動を行いました。
社会連携事業としては、京都大学主催で関西の他大学

と連携し、第 15 回女子中高生のための関西科学塾を開
催しました。京都大学においては、11 月 10 日に様々な
分野のグループに分かれて実験を実施しました。また、
12 月 22 日には女子高生・車座フォーラム 2019 を学内
にて開催しました。両イベントとも多数の高校生および
保護者にご参加いただきました。将来を担う次世代の女
性たちに、早い段階から大学の雰囲気に触れ、教員や学
生と交流する機会を提供することができたと考えていま
す。
こうした従来の活動に加え、今年度は新たな取り組み

として男女共同参画センターの基金を立ち上げました。

育児・介護支援事業WG
 主査　矢野 孝次
当WGでは京都大学構成員の育児と介護に関する支

援活動を行っています。
今年度も 4月に男女共同参画推進センター内に待機

乳児保育室を開室いたしました。ここでは京都大学の学
生・研究者を対象として、認可保育所に入所できなかっ
た生後 15 ヶ月未満のお子さんをお預かりしています。
近年京都市に認可保育所が相次いで開設されています
が、依然として年度途中での保育所入所は厳しいもよう
で、保育室の利用申請者数は 2月の時点で定員 18 名に
達しました。
新たな支援の可能性を模索すべく、情報の発信と収集

を促進するため、ニュースレターたちばなへのコラム掲
載を継続していますが、今年度は 5本の記事を掲載し
ました。また、保活（子どもを保育園に入園させるため
の活動）の支援活動として、保活情報交換会を開催しま
した。

病児保育事業WG
 主査　丹羽 房子
京都大学男女共同参画推進センター・病児保育室「こ

もも」（以下、病児保育室）は、京都大学に在籍する全

ての教職員・学生の子供（生後 6ヶ月から小学校 6年
生※ 2019 年 4 月から年齢上限引き上げ）を対象とし、
急な疾病により保育園／幼稚園、小学校などに通うこと
の出来ない病中病後児の保育を行っています。事前登録
制による運用で、登録者数はのべ 1206 名、うち令和元
年度の新規登録者 93 名（令和元年 12 月末現在）と毎
年 100 名前後の新たな登録があります。定員は 5名
（感染隔離室 1名を含む）であり、令和元年度は 751 名
の利用がありました（令和元年 12 月末現在）。利用状
況は感染症の流行に大きく左右されており、定員を上回
る利用希望のために断わらざるを得ない日が続くことも
しばしばみられますが、利用者からは概ね良いご意見を
いただいています。また、今年度も京大病院オープンホ
スピタルでのポスター掲示やホームページ等を通じての
広報活動も継続して行いました。
定期的な利用者へのアンケート調査や要望を受けて、
利用基準についての見直しを随時行っており、利用者か
らはより利用しやすくなったという声をいただいていま
す。感染対策上困難な点もありますが、京都大学医学部
附属病院感染制御部の協力のもと、京都大学教職員・学
生が育児を行いつつ、仕事や学業を継続することの可能
な環境を実現するため、今後も引き続きよりよい運営方
法を検討する必要があると考えています。3月より病児
保育室の閉室時間が 19 時から 18 時に変更になります
のでご注意ください。

就労支援事業WG
 主査　喜多 恵子
本WGの主要活動である「研究・実験補助者雇用制
度」については、育児や介護期にある研究者の研究継続
支援という目的に即して、アンケートなどに示される利
用者の声も考慮しながら、毎年、少しずつ改良を加えて
きています。本年度中の実績は、第１期で応募者 27
名、利用者 14 名、第２期で応募者 25 名、利用者 11 名
と、時期により変動はあるものの、ここ数年増加傾向に
あります。予算の制約のなかで、応募者が困難な状況に
あることがわかりながら十分な支援ができないケースも
増えてきています。また、ここ数回の傾向として、特任
教員・研究員など比較的短い任期で京都大学に所属して
いる研究者、特に外国人研究者からの応募が増加してい
ます。不安定な雇用、慣れない土地、家族からの援助も
望めない、という状況のなかで育児や介護と研究の両立
に苦慮されている男女研究者も多くみられます。
雇用形態の変化や教員のダイバーシティ拡大に適応し
た制度とその運用の見直しも、制度全体の拡充とともに
今後の課題です。
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 人間・環境学研究科・教授　　山村 亜希

●歴史も地理も大好き。自分にぴったりの歴史地理学。
山に囲まれた中国山地の盆地で育ちました。子どもの

頃から知らない土地を「探検」し、その経験をもとに頭
の中で地図を作ることが大好きでした。その一方で、学
校の科目として好きだったのが歴史でした。身体と頭は
地理ですが、気持ちは歴史という感じでしょうか。どち
らかを高校生の時点で選べなかった私が、入学後に専門
を選べることから志望したのが京大の文学部でした。
受験勉強に苦労して入った京大なのに、人間関係に当

初は慣れませんでした。特に要領良く単位を取ることを
自慢し、雑学王のように知識や読書量をひけらかす京大
生の一部の文化に馴染めず、悩みました。そんな中、1
回生の時に履修した、当時の人気授業の一つの「人文地
理学」が唯一の救いでした。それは、先生の研究を基に
組み立てられた歴史地理の授業で、研究とは何かを実感
できる授業でした。独創的な研究者の知的営為には鳥肌
が立つほどの面白さがありました。そこで、地理と歴史
のどちらかを選ぶのではなく、どちらもできる歴史地理
学があることを知って、京大に来てよかったと思いまし
た。
●研究の苦しさ、覚悟と喜び
卒論は、著名な歴史都市であるにも関わらず、歴史地

理学的研究はなされておらず、当時の研究の盲点であっ
た鎌倉をテーマにしました。膨大な中世の記録を読み、
発掘調査のデータを一つ一つ確認しながらも、それがど
んな成果に結びつくのか分からず、今一つ気乗りしない
作業でした。ただ、卒論提出前の最後の詰めで、無駄か
も知れないと思っていた「点」と「点」の情報が繋がっ
て、階段を駆け上がっていくような思考の上昇を経験し
ました。
しかし、その後の修論はとにかく苦しいだけで、出来

は惨憺たるものでした。卒論はビギナーズラックだった
と思い知りました。結果的に、博士 1年次に、一から
調査し直して、修論を一文字から全て書き直したとき
に、卒論と同じ一筋の光明が見えました。プライドを捨
てての修論の完全な書き直しは、相当の覚悟と労力が必
要でした。しかし、この経験がその後に、失敗しても諦
めない、再挑戦するという姿勢を作ってくれたので、無
駄な経験ではなかったと確信しています。
●フィールドの力、過程を楽しむ心
日本の地域には歴史地理的な個性・特性があり、その

土地ならではの魅力があります。研究では、その場所で
歴史地理の痕跡を自ら確認し、頭の中の地図を作る

フィールドワーク（巡検）を
重視しています。一見しただ
けでは歴史的景観が全く見え
ない場所であっても、頭の中
に作られる今と過去を結ぶ地
図の断片は必ず研究のヒント
になります。自分の目で見
て、聞いて、感じて学ぶ巡検
は、常に新しい発見に満ちています。特に学生達ととも
にわいわいと勝手な推論を交わしながらの各地の巡検
は、私自身も本当に楽しいです。
研究は成果ではなく、過程だと思っています。私は要
領が悪い上に、過程を楽しむ気質が強くて、喫緊の論文
に直接結びつかないことが薄々分かっていても、まずは
着手します。最初にうじうじ悩むよりも、たとえ無駄に
なっても前進する姿勢だけは、指導教員に褒められまし
た（笑）。そして、往々にして締め切りまでの時間が不
足する、焦る、失敗するという結果になることに。た
だ、その時は使えなかった情報や知識も自分の血となり
肉となって、必ず後から自分に戻ってくるので、過程を
楽しむ心はやめられません。
●バランスを取ることの難しさ
最近は、介護が必要な高齢の母に時間を割くことが多
くなりました。母といる時間は自分の存在意義をそこで
感じ、もっと時間を割きたいと思います。一方で、研究
は確かに好きなことではありますが、反面、追い詰めら
れた時の逃げ場のなさは苦しいです。研究とそれ以外の
生活とのバランスの悪さは、今でも解消できていませ
ん。
そんなときに思い出すのは、学生時代の「人文地理
学」の高揚感です。あの時の私のようなキラキラした目
で今の私の授業を受けてくれる学生達や、一緒に行った
フィールドで盛り上がる学生達を見ると、地理学の面白
さ・意義を大学という場で伝えることの励みになりま
す。研究のみならず、人生に無駄な経験は一つもありま
せん。目の前の人とものに真摯に向き合うことを、日々
心がけたいと思っています。

編集後記
3 月は年度末で待機乳児は退所と

なり、4月に顔ぶれが一新します。
少し寂しさもありますが、春の新し
い出会いにワクワクしています。セ
ンター玄関横の花たちもきれいに咲
き始め、みなさんを出迎えます。
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京都大学
保育園入園待機乳児

開室期間 2019年４月３日（水）～2020年３月31日（火）
開室日時 月曜日～金曜日　午前９時～午後６時（時間外保育は、午前８時～９時/午後６時～８時）
保育場所 京都大学男女共同参画推進センター
利用資格 京都大学に所属する学生、常勤の教員、
 研究員（週30時間以上勤務、学術振興会特別研究員を含む）、医員（週31時間以上勤務）
対象乳児 生後９週目～15ヶ月未満（退室時）の健康な乳児
定　　員 ４月～５月：３名、６月～８月：６名、９月～翌３月：18名

※事前登録の早い方が優先されます。ぜひお早めにご相談ください。
詳細は男女共同参画推進センターの

ホームページで！ http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/index.php

保 育 室
2019

年４月３日開
室　　愛称：ゆりかご
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2019 年度待機乳児保育室利用実積
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利用方法など、詳細は男女共同参画推進センターのホームページで！
↓

http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/ikuji_kaigo/byoujihoiku/index.html

開室日時：月曜日～金曜日　午前 7時 30分～午後 7時　　　　　　
場　　所：医学部附属病院　外来棟 5階
利用資格：京都大学の教職員および学生の子どもで、生後 6ヶ月から
　　　　　　 小学校 6年生までの病中・病後の子ども（伝染性疾患を除く）

料　　金：1時間 500円（昼食・おやつ代込）　
　　　　　　 ※保護者が学生の場合は、保育料金の半額を大学が負担します

定　　員：5名

こ も もこ も もこ も も

★事前診察が必要。京大病院では 7 時から
　救急外来で受診できます。
★熱が 38.5 度以上でも利用できるようにな
　りました。 ★感染隔離室があります。

★病児保育室では、医師の観察が
　あります。
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■こもも日記
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☆☆
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予約
不要

大好評
イベント！！

14：30ー15：30開催時間

臨床第一講堂・第二講堂開催場所

13：30開　場

桂雀三郎 桂小鯛出　演

就 職案内

体験コーナー

見学ツアー 就職相談コーナーの常設

▼ 看護部〈対象:看護学生、当院への就職を希望する看護師〉

▼  事務部〈対象:病院事務職員を目指す大学生〉

業務説明会

▼ 事務部〈対象:病院事務職員を目指す大学生〉

外来棟アトリウムホール

▼  看護部 〈対象：看護学生、当院への就職を希望する看護師〉
1回目 11：00～12：00 2回目 13：00～14：00

▼ 地域ネットワーク医療部
　　〈対象：医療ソーシャルワーカーを目指す学生〉

1回目 11：00～ 2回目 13：00～

▼ 放射線部  〈対象：診療放射線技師を目指す学生〉
1回目 11：00～ 2回目 13：00～

1回目 10：30～
2回目 12：30～

▼ かるがも♪あんさんぶる
　 京大職員・学生による混声合唱

開催時間 11:30～12:00

▼ 京大病院職員、他による
　 ホルン＆ピアノ演奏

開催時間 13：00～13：30

※整理券制

▼ インボディーによるメタボチェック（※）

▼  VRで診療放射線技師になってみよう（※）

▼  

▼  筋力テスト:あなたの筋力を測定してみませんか？

▼ その採血管わたしのですか？RFIDを体験してみよう（※）

パネル展示 外来棟アトリウムホール

▼  看護活動、認定・専門看護師の活動 

▼ 診療支援部門の取り組み

▼ ボランティアグループの活動

ミニコンサート エントランスホール

京大病院寄席 N

京大病院

阪急京都線

地
下
鉄
烏
丸
線

京
阪
電
車

鴨
川

今出川通

川
端
通

東
大
路
通

河
原
町
通

烏
丸
通

今出川駅

丸太町駅

烏丸御池駅

JR東海道線

東海道新幹線

烏丸駅
四条駅

河原町駅

三条駅

祇園
四条駅

東山駅三条京阪駅

神宮
丸太町駅

京都
御苑

京都駅

熊野
神社前

京大
病院前

京都駅八条口

四条
烏丸

河原町御池

四条
河原町

出町柳駅

丸太町通

御池通

三条通

四条通
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図 4　女性研究者の雇用形態
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